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わ
た
し
の
ア
ジ
ア
映
画 

 
 
 
 

中
村
藤
生 

ス
タ
ッ
フ 

 

 

昨
年
頃
よ
り
、
な
ぜ
ア
ジ
ア
映
画
に
目
が
い
く
の
か
考
え
て
み
た
か

っ
た
。
最
近
、
日
本
映
画
で
充
た
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
映

画
を
観
た
あ
と
に
、
人
間
の
強
さ
、
や
さ
し
さ
が
残
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
か
と
思
っ
て
い
る
。 

昨
秋
、
思
い
立
っ
て
、
第
２
６
回
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際

映
画
祭
２
０
１
６
を
訪
れ
た
。
久
方
振
り
の
九
州
。
高
校
の
修
学
旅
行
、

２
０
歳
過
ぎ
の
出
張
仕
事
と
鹿
児
島
は
桜
島
見
た
さ
以
来
だ
。
９
月
１

９
日
午
前
６
時
２
０
分
発
博
多
行
。
台
風
１
６
号
接
近
の
荒
れ
模
様
の

中
、
名
駅
前
の
高
層
ビ
ル
に
雲
が
か
か
っ
て
い
る
の
を
初
め
て
見
た
。

３
時
間
２
０
分
で
博
多
着
、
急
ぎ
会
場
の
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ 

ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
へ
向
か
う
。
３
日
間
で
１
０
本
の
作
品
を
観
る
。
昼

は
博
多
ら
ー
め
ん
、
夜
は
も
つ
鍋
な
ど
で
一
杯
と
至
福
の
時
間
だ
。 

 

上
映
作
品
は
ア
ジ
ア
２
３
ヶ
国
・
地
域
か
ら
、
新
作
・
話
題
作
を
殆

ど
日
本
初
公
開
。
そ
し
て
今
回
は
「
ベ
ト
ナ
ム
大
特
集
」
が
組
ま
れ
、

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
７
作
品
の
上
映
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
。
日

本
最
大
・
最
新
の
福
岡
市
官
民
あ
げ
て
の
映
画
祭
だ
。
上
映
後
に
は
司

会
者･

通
訳･

監
督
の
質
疑
が
３
０
分
余
あ
り
、
楽
し
く
面
白
か
っ
た
。

限
ら
れ
た
日
程
と
予
算
に
相
談
し
な
が
ら
以
下
の
１
０
本
に
絞
っ
た
。 

① 

『
凱
里
ブ
ル
ー
ス
』
中
国(

１
１
３
分 

監
督
ビ
ー･

ガ
ン) 

② 

『
プ
ラ
ハ
か
ら
の
手
紙
』
イ
ン
ド
ネ
シ
ア･

チ
ェ
コ(

９
７
分
ア
ン

ガ･

ド
ウ
イ
マ
ス･

サ
ソ
ン
コ
） 

③ 

『
や
さ
し
い
あ
な
た
』
ベ
ト
ナ
ム(

９
８
分 

レ
・
ヴ
ァ
ン･

キ
エ
ト) 

④ 

『
風
は
記
憶
』
ト
ル
コ･

仏･

独･

ジ
ョ-

―
ジ
ア(

１
２
６
分
オ
ズ
ジ

ャ
ン･

ア
ル
ペ
ル
） 

 
 
 
 
 
 

 

⑤ 

『
ク
エ
ン
～
さ
ら
ば
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
よ
～
』
ベ
ト
ナ
ム(

９
８
分 

グ
エ
ン･ 

フ
ァ
ン･

ク
ア
ン･

ビ
ン
） 

 

⑥ 

『
く
る
み
の
木
』
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
８
１
分 

エ
ル
ラ
ン･

ヌ
ル
ム

ハ
ン
ベ
ト
フ
） 

 
 

⑦ 

『
緑
の
野
に
黄
色
い
花
』
ベ
ト
ナ
ム
（
１
０
３
分 

ヴ
ィ
ク
タ
ー･

ブ
ー
） 

⑧ 

『
ぼ
く
は
詩
の
王
様
と
暮
ら
し
た
』
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
８
９
分 

カ
ル

ロ･

エ
ン
シ
ー
ソ･

カ
ト
ゥ
） 

⑨ 

『
な
り
ゆ
き
な
魂
』
日
本
（
１
０
６
分 

瀬
々
敬
久
） 

⑩ 

『
ハ
ラ
ル･

ラ
ブ
』 

レ
バ
ノ
ン･

独
（
９
５
分 

ア
サ
ド･

フ
ラ
ッ
ド

カ
ー
） 

１
０
作
品
の
中
か
ら
⑧
『
ぼ
く
は
詩
の
王
様
と
暮
ら
し
た
』
を
取
り

上
げ
た
い
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
東
部
は
１
９
９
１
年
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
山
の
大
噴
火
で
、
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火
山
灰
と
雨
に
よ
る
土
石
流
が
パ
ン
パ
ン
ガ
州
の
村
を
破
壊
し
た
。

映
画
の
舞
台
と
な
る
村
は
年
長
者
を
中
心
に
土
着
の
文
化
や
言
葉

を
大
切
に
残
す
風
習
が
守
ら
れ
て
い
る
。
２
２
歳
の
監
督
に
と
っ

て
初
の
長
編
作
。
名
前
の
カ
ト
ゥ
は
曽
祖
父
が
日
本
人
の
加
藤
か

ら
き
て
い
る
。
風
貌
は
日
本
大
相
撲
の
関
取
を
思
わ
せ
る
。
登
場

人
物
の
ほ
と
ん
ど
は
役
者
経
験
が
な
い
。 

 

主
演
の
高
校
生
の
ぼ
く
、
ジ
ェ
イ
ピ
ー
が
白
い
火
山
灰
が
舞
う

田
舎
道
を
バ
イ
ク
で
「
詩
の
王
様
」
を
探
し
て
い
る
場
面
か
ら
始

ま
る
。
王
様
は
今
日
の
同
窓
会
大
会
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
の
だ
っ
た
。

や
っ
と
見
つ
け
た
が
ジ
ェ
イ
ピ
ー
は
タ
ガ
ロ
グ
語
、
王
様
は
パ
ン

パ
ン
ガ
語
で
話
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
王
様
と
気
持
ち
が
合
わ
な
い
。

今
は
少
数
派
の
パ
ン
パ
ン
ガ
語
だ
が
、
独
特
の
リ
ズ
ム
で
謡
う
よ

う
な
ス
ピ
ー
チ
は
な
か
な
か
聞
か
せ
る
。
ジ
ェ
イ
ピ
ー
は
王
様
の

言
葉
と
文
化
へ
の
誇
り
を
持
つ
気
高
さ
に
次
第
に
魅
き
つ
け
ら
れ

て
い
く
。
そ
の
後
、
少
年
と
老
人
の
友
情
は
、
感
情
の
波
は
起
こ

る
が
自
然
体
で
老
人
が
亡
く
な
る
ま
で
続
く
。
村
の
新
旧
の
様
子

も
織
り
込
み
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
の
物
語
だ
。
白
い
火
山
灰
に

覆
わ
れ
た
情
景
と
、
パ
ン
パ
ン
ガ
語
で
流
れ
る
詩
を
背
景
に
村
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
さ
が
観
る
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
火

山
灰
の
土
石
流
は
村
人
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
ま
た
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
多
島
国
土
は
地
域
文
化
の
発
生
・
継
続
に
ど
う
関
わ

っ
て
い
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
ジ
ェ
イ
ピ
ー
の
清
々

し
さ
は
映
画
の
ラ
ス
ト
へ
向
か
う
に
従
っ
て
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
付
け
加
え
た
い
。 

  

今
回
、
ア
ジ
ア
各
国
の
新
作
１
０
本
を
集
中
的
に
観
て
感
じ
る

こ
と
は
、
日
本
を
除
き
、
映
画
の
背
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
持
つ

政
治･

歴
史
性
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
は
福
岡
２
０
１
６
の
映
画
祭

特
有
の
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
日
本
も
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和

に
は
戦
争
が
世
界
と
切
り
結
び
お
び
た
だ
し
い
死
者
も
出
た
わ
け

だ
が
、
沖
縄
を
別
と
し
て
い
わ
ゆ
る
内
地
で
一
般
生
活
者
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
植
民
地
と
も
な
っ
て
い
な
い
。
災
害
時
で
も

死
者
を
見
せ
な
く
す
る
。
報
道
写
真
に
お
い
て
も
。
日
本
は
一
見

自
由
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
箱
庭
的
な
ひ
と
り
よ
が
り
な
映

画
が
大
多
数
で
は
な
い
か
。
生
々
し
い
過
酷
な
生
活
・
歴
史
を
背

負
う
他
の
ア
ジ
ア
映
画
か
ら
示
唆
を
受
け
、
自
分
な
り
の
考
え
る

眼
を
も
ち
た
い
と
思
う
。
こ
の
思
い
に
近
い
気
持
を
抱
い
た
作
品

は
②
④
⑤
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
長
い
国
家
歴
史
を
幾
多
の
表
現
者

が
映
画
制
作
を
受
け
継
ぎ
、
今
回
の
上
映
に
つ
な
げ
て
い
る
流
れ

を
感
じ
た
。 
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②
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
が
政
権
を
追
わ
れ
た
大
混
乱
の

中
、
チ
ェ
コ
に
留
学
し
た
数
百
人
も
の
学
生
は
、
故
国
へ
戻
れ
ず

流
浪
の
民
と
な
っ
た
。
そ
の
人
達
へ
の
深
い
愛
情
を
プ
ラ
ハ
の
美

し
い
街
並
み
と
共
に
描
い
て
い
て
、
描
か
れ
る
葛
藤
は
心
に
し
み

い
る
。 

⑤
は
２
０
０
２
年
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
歌
』
で
共
同
監
督
デ
ビ
ュ
ー

し
て
い
る
の
で
興
味
深
く
観
た
。
本
作
の
時
代
背
景
は
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
直
前
１
９
８
９
年
。
一
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
若
い
妻
が

た
ど
る
暗
く
冷
た
い
恋
愛
映
画
。
７
５
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
に

起
こ
る
激
動
と
ド
イ
ツ
に
夢
を
持
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
達
が
く

ぐ
る
試
練
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
て
魅
せ
る

若
い
監
督
だ 

④
監
督
オ
ズ
ジ
ャ
ン･

ア
ル
ペ
ル
は
１
９
７
５
ト
ル
コ
生
ま
れ
。
２

０
１
１
年
『
未
来
へ
つ
づ
く
声
』
は
ク
ル
ド
問
題
で
ト
ル
コ
の
闇

を
描
い
て
い
る
。
作
風
は
混
沌
と
し
た
時
代
の
中
に
あ
っ
て
静
け

さ
と
民
俗
を
ベ
ー
ス
と
す
る
視
点
を
持
ち
、
日
本
映
画
の
小
津
と

黒
澤
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
最
新
作
の

『
風
の
記
憶
』
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
て
み

た
い
。 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 


